平成３０年度「長崎県教育委員会服務規律強化月間」実施結果報告書
	所 属 名
	佐世保市立木風小学校
	作成者
	職名
	教頭

	電話番号
	（０９５６）３１―５９８４　　　　　
	
	氏名
	高浜　錦哉

	１　年間の実施内容（取組状況・実績等）

	４月
	実施テーマ
	「飲酒運転の根絶」「体罰の禁止」

	·  年度当初の校長による学校経営方針や職員会議での服務規律の厳正について議題を取

り上げ全職員へ周知徹底を図った。
·  体罰については、前年度のアンケート結果や事例等で、体罰と懲戒の区分をしっかり
認識させた。目標管理シートにも、「体罰はしない」ことをきさい
○　『教職員のためのコンプライアンスハンドブック』で飲酒運転による懲戒処分基準を確認した。

	取組状況チェックリスト

□　不祥事根絶に向けて職員の意識が維持・継続される心に届くような取組だったか。
□　職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組だったか。
取組の評価・改善点

○　年度当初、職員へ服務規律の共通理解を図ったことによって、服務規律への意識は高まった。

○　体罰に関しては、児童職員の言葉遣いを平素から指導し、体罰ゼロを達成した。

●　４月は、学級の基礎を作る体制を整える大事な時期である。職員が自発的に声を掛け合う成熟したチーム作りを行う。

	７月
	実施テーマ
	「飲酒運転の根絶」「公金等の不正処理の防止」　　　　　　「情報セキュリティー対策の徹底」

	· 「公金等の不正処理の防止」については、会計等の監査に多くの目で監査をした。事務職員の協力が大きかった。
○　成績処理等も重なる時期に入るため、情報管理や個人情報の持ち出しに関する共通

理解を行った。

	取組状況チェックリスト

□　不祥事根絶に向けて職員の意識が維持・継続される心に届くような取組だったか。

□　職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組だったか。

取組の評価・改善点

○　学級会計や給食会計等を全職員で考査をすることによって、会計の透明性を確保する

習慣が定着してきた。

·  事例を挙げたことによって、職員は自分に起こり得る可能性を実感し、服務規律を遵

守しようとする意識が強くなった。 また、４月当初から児童の名簿・写真などの個人情報の流失を阻止しようと、学級だよりやＰＴＡ新聞等も意識して取り組んでいるため、情報管理の徹底に心掛けることができた。

·  職員会議や連絡会等で服務規律の話はしている。そのため、職員の意識は高まってい

る。また、隣接学年を中心にチームワークもとれるようになってきた。ただ、意識の共有化を図るためにいろいろな取り組みが必要となってきている。

	１２月
	実施テーマ
	「飲酒運転の根絶」
「セクハラ・わいせつ・パワハラ行為の防止」

	·  飲酒の機会が多くなる時期なので、平素から服務規律への意識を高めていった。
·  学校評価や日常的な会話から「セクハラ・わいせつ・パワハラ行為」の危険信号が出

されていないかセルフチェックを行った。
·  飲酒運転での処分の事例を紹介し、意識の形骸化を防ぐ。

	取組状況チェックリスト

□　不祥事根絶に向けて職員の意識が維持・継続される心に届くような取組だったか。

□　職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組だったか。

取組の評価・改善点

○「セクハラ・わいせつ・パワハラ行為」防止のためのセクハラ・パワハラ防止推進委員

を校長が任命し、根絶をはかった。
○ 事例を基に、自分だけの責任ではないことを周知徹底した。
●　事例については、職員から自然と怒りの声が聞かれるようになった。常に話題にし、

意識の定着をはかりたい。

	２　服務規律委員会

	委員会名
	服務規律委員会

	構 成 員
	所属内委員（　１０名　構成員：校長・教頭・教務・学年主任　　 　　　）
外部委員  （　　３名　役職等：学校評議員 　　　　　　　　　　　　　）

	活動内容

(主なもの)
	·  コンプライアンス（法令等遵守）の確立に向けた職員の研修の立案を行い、検討する。

·  学校支援会議において服務規律強化月間に行った内容の一例を紹介する。

	
	活動内容の評価・改善点

·  服務規律強化月間にそなえて、テーマに応じた内容を検討することができ

たが、なかなか委員会の時間がとれず、紹介で終わることが多かった。
·  事例を挙げたり、セルフチェックを行ったり、服務規律を意識させること

は有効な手立てなのだが、取り組みが形骸化している。新たな取り組みのアイディアを委員会で検討していく。　

	３　年間を通しての計画の達成状況

	年間を通しての取組状況チェックリスト

□　不祥事根絶に向けた職員の意識が維持・継続されるような心に届く取組ができたか。
□　職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組ができたか。

年間を通しての取組の評価・改善点

【評　価】

○ 本年度不祥事ゼロであった。
● 不祥事につながりそうな事案を見落とさず、芽をしっかり摘み取りたい。
【改善点】　

●　事例・懲戒等の基準等を提示し研修会で職員の意識を高めた反面、毎年、同様の
研修会のため、形骸化している。

	■　管理職員による職員に対する指導状況

　　　　　　　　　　　　（不祥事発生に伴う「綱紀の保持」の通知があった場合のみ）

	1 指導年月日：平成３０年１０月１６日（通知日：平成３０年１０月１５日）
　指導の内容（具体的な指導内容を箇条書きで記載してください。）
　・通知文の内容を連絡会で研修資料を提示、確認、指導する。
　・セクハラ・わいせつ行為に対するチェックリスト実施。
2 指導年月日：平成３０年１１月２９日（通知日：平成３０年１１月２８日）

　指導の内容（具体的な指導内容を箇条書きで記載してください。）
　・通知文を指導日の事前に配付
　・事例を周知し、信用失墜行為を絶対しないように日頃から服務規律を意識するように指導する。

	
	資料添付
	有   ・    eq \o\ac(○,無)


